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地域が直面するさまざまな課題を自らの手で解決して、住み良い地域社会の創造をめざし、
独自の発想により全国各地で活動に取り組んでいる地域活動団体等の皆さまへ
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～援農を通じた持続可能な地域づくり～ ～地域の魅力満載のこども新聞の発行～



募集の対象

応募の方法

審査および結果の発表

応募対象とする地域活動例

　①応募用紙
　　このチラシの４ページ目にあります。または当協会ホームページからダウンロードもできます。
　②応募レポート
　　活動内容と現在までの成果等を、2,000字程度でお書きください。
　　レポートはなるべく活動のストーリーが見えるようにお書きください。
　③写真
　　活動の様子がわかる写真を５～６枚程度添付してください。
　　各写真の簡単な説明もつけてください。
　※その他（任意）
　　  上記以外に、活動内容を補足する文書、実施記録等がある場合には、添付してお送りください。

その他

①災害に強い地域づくり活動、住民同士の支えあい、地域コミュニティの維持をめざす活動、過疎化対策など。
②子どもの見守りや居場所づくり、子ども食堂、地域の学校との協働による子どもの健全な育成の活動など。
③高齢者の生きがいづくりや日常生活のサポート・ケアの充実に取り組む活動など。
④景観保全の活動。地域交通、公共施設の整備による快適な生活環境をつくり出す活動など。
⑤地域文化の振興や掘り起し、伝承する活動。地域スポーツの育成、住民の健康づくりの活動など。
⑥地球温暖化防止や地域循環型社会をめざす活動など。
⑦都市と農山漁村との交流をすすめる活動。地域資源を活かした地域産業を振興する活動など。
⑧食育や地域に根ざした食文化を育む活動。地産地消をすすめる活動。食品ロス削減に取り組む活動など。
⑨地域防犯、地域点検などによる犯罪に強いまちづくりの活動など。
⑩子育て支援、子育てネットワークづくり、世代間交流の活動など。
⑪震災復興にむけてのまちづくり活動や震災復興支援の活動など。

地域住民が自主的に結成し運営している地域活動団体、または、地域活動団体と積極的に連携
して地域づくりに取り組む企業、商店街、学校等。活動に２年以上取り組み、大きな成果をあ
げている団体。活動範囲は市町村地域程度まで。

学識経験者、マスコミ関係者、関係省庁等で構成される審査委員会等において審査を行います。審査結果の発
表は令和６年１０月（予定）に、読売新聞、ＮＨＫ、あしたの日本を創る協会ホームページ等で発表します。

以下の①～③の資料をEメール（prize@ashita.or.jp）でご提出ください。郵送、宅配便も可
です。送付先は、あしたの日本を創る協会まで（表紙に記載）。
　※応募用紙と応募レポートはできるだけWord形式でお送りください。

①応募書類は返却できません。
②応募レポートの執筆者は、応募団体に所属していなくてもかまいません。
③応募書類は、当協会ホームページや自治会町内会情報誌「まちむら」等で紹介させていただくことがあります。



これまでに表彰された地域活動団体

「あしたのまち・くらしづくり活動賞」は、優れた地域活動をしている団体等を表彰しています。
受賞団体は各地の地域づくりに大きな影響を与えてきました。いくつかの活動をご紹介します。

 

＜令和５年度　内閣総理大臣賞＞
宮城県栗原市　一般社団法人はなやまネットワーク
　高齢化率が50％を超える山村において、住民アンケートを基に「花山地区『小さな拠点』づくり構想」を策定し、
地域住民主体で人口減少や交通問題、買物問題、空き家問題、震災などの課題に取り組む。交流・移住体験プロジェ
クトではこれまで27名の移住者を呼び込んだ。空き家利活用プロジェクトでは空き家の片付けと移住者の入居を実
現。生活支援では移動販売車やデマンド型乗合交通の運行、地元産品の物販やコミュニティ活動を行う拠点の運営に
も取り組む。令和４年度には８年ぶりの住民アンケートを行い、新たなニーズの把握や活動の改善につなげている。

 ＜令和５年度　内閣官房長官賞＞
福井県高浜町　高濱明日研究所
　高浜町内外の若手メンバーによるまちづくりの有志団体。プロジェクトの一つとして「コドモノ明日研究所」を開
始し、町内の高浜小学校の子どもたちが地域の課題解決に取り組む。小学生が地域の課題を考え、現場の話を聞き、
解決の一手となるモノ・コトを作る。毎年、子どもたちのプレゼンテーションからアイデアを採用し、コロナ禍で余
ったブドウを活用したゼリータルト、磯焼けの原因で駆除されるウニを使ったウニランプ、薬草栽培時に捨てられる
紫蘇の葉を活用したコースターなどの商品を製作。デザインから営業まで子どもたちの手で行われている。

＜令和５年度　総務大臣賞＞
愛媛県内子町　みそぎの里運営協議会
　

　閉校した小学校の校舎を活用し、地元自治会の女性部有志により旧職員室を利用したカフェ事業を展開。地域内へ
の宅配食サービスや集会・イベント時の食事提供も行う。また、校舎全体を地域活性化の拠点とするべく空き教室の
テナント化を行い、店舗や工房、ギャラリーなど常時10教室が活用されるほか、イベント企画を行い地域内外からの
誘客と交流を図るなど、利用事業者も地域の一員となって地域を盛り上げている。地域内外から多くの人が訪れるよ
うになり、近年で７世帯の移住者の定住を実現。

＜令和４年度　内閣総理大臣賞＞
京都府南丹市　天引区の活性化と未来を考える会
　人口が半減し、山林田畑も荒れ、古い村型社会が残っていた山里・天引(あまびき)で、10年間住民みんなで活性化に
取り組み、地域が見違えるほど元気になった。小集落での活動は、①各種にぎわいイベント、②自然調査と保護、③高
齢者の生活支援と生きがいづくり、④伝統文化の発掘継承、⑤移住者受け入れ、⑥農業基盤の整備、⑦地域物産の販
売、⑧地域内外の交流拠点づくりなど幅広い。販売額や訪問者数などの数値だけに囚われず、活動の過程を大切にして
住民の意欲や連帯感を深め、地域外との交流も重視し、「気持ち良く、住み続けたいと思える地域」を目指している。

＜令和３年度　内閣総理大臣賞＞
千葉県市原市　青葉台町会協議会
　高度成長期の1971年、京葉工業地帯と共に誕生した青葉台団地。2005年をピークに人口減少、市内でも最も高齢化
が進む団地の一つになった。2018年の「未来を考える円卓会議」を契機に、新たに39プロジェクト（PJ）を立ち上げ
た。小・中・高校生を含む3,200世帯にアンケートを実施し、10年後を見据え6分野28課題に及ぶ社会的課題への挑戦
を始めた。全住民参加・主導型の「団地再生」であり、SDGｓとも連動した取り組みとマネジメント活動である。

＜令和2年度　内閣総理大臣賞＞
高知県日高村　特定非営利活動法人日高わのわ会
　「年をとっても障がいをもってもその人らしく暮らせる日高村」をミッションに「出来る人が、出来る時間に、出
来ることを」仕事として続けていける場を提供している。常勤雇用、パート、大学生アルバイトが喫茶部・福祉部・
販売部・総務部・児童福祉部に分かれ、それぞれの部に関係がある地域の困りごとを解決する仕事を作っている。

＜令和元年度　内閣総理大臣賞＞
岩手県陸前高田市　特定非営利活動法人ＳＥＴ
　被災地に多くの若者を誘致し、地元の中高生や住民の声を聴きながら一緒に様々なプロジェクトを企画、実践。地
元住民と外部の若者との交流を通じて、「自分たちの手で人づくり・まちづくりを」という誇りをもって取り組んで
いる。
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１．環境・エネルギー　２．子育て支援　３．高齢者支援　４．世代間交流　５．食に関わる問題
６．健康・医療　　７．まちづくり　　８．地域資源　　９．防災・防犯　　10．交通・IT
11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

１．読売新聞　２．ＮＨＫ　３．後援省庁・団体の出版物等　４．NPO・市民活動支援センター等
５．募集チラシ　６．情報誌「まちむら」　７．当協会ホームページ　８．当協会からの案内メール　
９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いずれかに○をお付けください（　代表者個人宅　・　団体事務所住所　）

令和６年度あしたのまち・くらしづくり活動賞　応募用紙

※応募の際は、この応募用紙のほかに、①応募レポート（活動内容と現在までの成果等を2,000字程度に
　まとめたもの）と、②写真（活動の様子がわかるもの５～６枚程度）を添付してご提出ください。
　レポートはなるべく活動のストーリーが見えるようにお書きください。

住所：

〒


